








研究目的 

 妊婦尿中エストリオール(E3)値測定による胎児管理は測定法の簡易化にともない,現在

では最も信頼し得る胎児・胎盤機能検査法として広く一般実地臨床に用いられている。従

来の基礎的並びに臨床的研究から各種測定法(E3 Kit,E3 HAIR,E3 LAIR)による妊婦尿中E3

値の正常値,異常値は設定されているが,実際臨床において設定された基準に対する

retrospective な評価はなされていない。そこで本研究では上記の問題を含めてE3 値測定

による胎児管理の限界と 2,3 の問題点につき検討した。即ち, 

 Ⅰ E3 値正常で胎児仮死等児予後の悪い例 

 Ⅱ E3 値高値症例(双胎,Rh 不適合,糖尿病合併) 

 Ⅲ E3 値極低値例の鑑別(特に胎盤性 sulfatase 欠損症例の報告) 

 Ⅳ E3 値低値で児正常(false negative)につき考案を加えたい。 


